
- 1 - 

 

                    

 

№18 
真宗大谷派  本明寺通信  

 

2010 年 10 月１日発行  



明―みょう―  №18 2010 年 10 月 1 日発行 

- 2 - 

    

「
御
遠
忌
（
ご
え
ん
き
）
」
と
は
、

五
十
年
ご
と
に
お
勤
め
さ
れ
る
宗
祖
の

回
忌
法
要
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
い

よ
い
よ
来
年
三
月
よ
り
「
宗
祖
親
鸞
聖

人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
」
が
厳
修
さ
れ

ま
す
。 

さ
て
、
親
鸞
聖
人
の
九
十
年
の
生
涯

を
見
て
み
ま
す
と
、
苦
悩
と
真
向
か
い

に
な
り
、
真
実
を
求
め
た
人
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
苦
悩
」
と
は
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欲
求
が
叶
わ
な

い
こ
と
に
よ
る
「
苦
悩
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
中
の
「
根

本
的
苦
悩
」
で
あ
り
ま
す
。「
根
本
的
苦

悩
」
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
を
し
て
も

こ
の
身
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

苦
悩
で
す
。 

二
五
〇
〇
年
前
に
釋
尊
は
「
生
老
病

死
」
い
う
こ
の
身
か
ら
離
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
苦
悩
に
気
付
き
、
出
家
し
仏

教
を
顕
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
生

老
病
死
」
の
苦
悩
は
、
釋
尊
の
個
人
的

苦
悩
で
は
な
く
、
過
去
、
現
在
、
未
来

の
「
い
の
ち
の
歴
史
」
を
生
き
る
す
べ

て
の
も
の
の
苦
悩
な
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
私
自
身
の
苦
悩
で
あ
り

ま
す
。 

私
た
ち
が

生
き
る

現
代
社
会

に
お

い
て
、
こ
の
「
生
老
病
死
」
と
い
う
苦

悩
は
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
の
進
歩
、
専
門
的
職
業
の
充
実
に
よ

り
「
老
」
「
病
」
「
死
」
が
ど
こ
か
私
と

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
錯
覚
し
、

生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
殺
者
年
間
三
万
人
以
上
と
い

う
「
生
」
を
引
き
受
け
ら
れ
な
い
時
代

で
す
。 

親
鸞
聖

人
は
こ

の

身
か
ら

離
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
苦
悩
を
、
修
行
し
て

無
理
や
り
に
離
そ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
苦
悩
と
真
向
か
い
に
な
り
、「
煩
悩

具
足
の
凡
夫
よ
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の

呼
び
か
け
に
応
え
、
本
願
念
仏
の
教
え

に
生
き
ら
れ
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
は
こ

の
本
願
念
仏
の
教
え
こ
そ
が
真
実
の
教

え
で
あ
る
と
し
、
浄
土
の
真
宗
を
九
十

年
の
生
涯
を
か
け
て
顕
か
に
さ
れ
た
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て

親
鸞
聖
人
は
、
単
な
る
一
宗
派
の
「
開

祖
」
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
で
は
な
く
、

苦
悩
と
真
向
か
い
に
な
り
、
真
実
を
求

め
ら
れ
、
現
代
社
会
を
生
き
る
人
た
ち

に
生
き
る
指
針
を
与
え
て
く
だ
さ
る

「
宗
祖
」
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
な
の
で

す
。 親

鸞
聖

人
が
歩

ま
れ
た
本

願
念
仏
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の
教
え
に
出
遇
う
と
い
う
こ
と
は
、「
根

本
的
苦
悩
」
が
「
根
本
的
願
い
」
に
転

ず
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
生
」
は
「
生
」

の
ま
ま
に
、「
老
」
は
「
老
」
の
ま
ま
に
、

「
病
」
は
「
病
」
の
ま
ま
に
、「
死
」
は

「
死
」
の
ま
ま
に
、
つ
ま
り
苦
悩
を
苦

悩
の
ま
ま
に
、
そ
の
苦
悩
が
「
私
は
私

の
ま
ま
に
生
き
た
い
」
と
い
う
願
い
に

転
ず
る
の
で
す
。 

三
月

か
ら
御
遠
忌

の
法
要

が
厳
修

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
法
要
が
御
遠
忌
な

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
が
根
本

的
苦
悩
と
真
向
か
い
に
な
り
、
親
鸞
聖

人
が
顕
か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏
の
教
え

に
出
遇
い
、
根
本
的
願
い
に
目
覚
め
歩

む
こ
と
が
宗
祖
の
御
遠
忌
を
勤
め
る
こ

と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す

か
ら
、
御
遠
忌
と
は
今
の
歩
み
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
生
涯
を
か
け
た
歩
み
が

御
遠
忌
な
の
で
す
。 

                    

                    
第１期法要  

２０１１年３月１９日（土）～３月２８日（月）  

御遠忌讃仰（ごえんきさんごう）  

２０１１年３月２９日（火）～４月１８日（月）  

第２期法要  

２０１１年４月１９日（火）～４月２８日（木）  

御遠忌讃仰  

２０１１年４月２９日（金）～５月１８日（水）  

第３期法要  

２０１１年５月１９日（木）～５月２８日（土）  

御正当報恩講（ごしょうとうほうおんこう）  

２０１１年１１月２１日（月）～１１月２８日（月） 

基本理念  宗祖としての親鸞聖人に遇う  

基本方針  本願念仏に生きる人の誕生・真宗仏事の回復  

テ ー マ  今、いのちがあなたを生きている  

真宗本廟（京都・東本願寺） 

宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要 
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◆

児

連 

ハ

イ

テ

ィ

ー

ン

の

つ

ど

い 

 

今
年
で
四
回
目
と
な
る
「
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ 

Ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
の
つ
ど
い
」
が
、
八
月
二
十

三
日
、
二
十
四
日
に
江
東
区
夢
の
島
に

あ
る
「
Ｂ
ｕ
ｎ
Ｂ
（
ブ
ン
ブ
）
東
京
ス

ポ
ー
ツ
文
化
館
」
に
て
行
わ
れ
、
高
校

生
、
大
学
生
、
大
人
、
二
日
目
か
ら
の

参
加
者
を
含
め
、
総
勢
十
七
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

今
回

も
例
年
に

引
き
続

き
テ
ー
マ

は
「
つ
な
が
り
」
。
講
師
は
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
で
「
お
茶
お
じ
さ
ん
」
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
ま
し
た
、
織
田
繁
氏
に
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

織
田
氏
は
歌
手
の
鬼
束
ち
ひ
ろ
さ
ん

の
『
月
光
』
と
い
う
曲
を
冒
頭
に
流
し
、

そ
の
歌
詞
の 

I
 
a
m
 
G
o
d
'
s
 
c
h
i
l
d
.

（
私
は
神
の
子
） 

こ
の
腐
敗
し
た
世
界
に
堕
と
さ
れ
た 

H
o
w
 
d
o
 
I
 
l
i
v
e
 
o
n
 
s
u
c
h
 
a
 
f
i
e
l
d
?
 

（
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
ど
う
や
っ
て
生
き

て
い
け
ば
い
い
の
？
） 

こ
ん
な
も
の
の
た
め
に
生
ま
れ
た
ん
じ

ゃ
な
い 

と
い
う
一
節
か
ら
、「
生
ま
れ
る
」
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
色
々

な
世
界
の
、
ま
た
色
々
な
時
代
の
詩
や

劇
の
台
詞
を
紹
介
し
な
が
ら
話
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
の
語
ら
い
の
時
間
に
は
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
思
い
を
語
り

合
い
、
と
て
も
大
切
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
第
五
福
竜
丸
を
見
学
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
猛
暑

日
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
木
陰
と

海
風
の
お
か
げ
で
、
幾
分
か
心
地
よ
く

過
ご
せ
ま
し
た
。 

（
東
京
教
区
児
童
教
化
連
盟 

『
児
連
だ
よ
り
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

     

◆
七
月
二
十
六
日
日
（
月
）
～ 

二
十
八
日
（
水
） 

 

児
連
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

 

◆
九
月
六
日
（
月
） 

 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

 

な
ど
な
ど 



明―みょう―  №18 2010 年 10 月 1 日発行 

- 5 - 

               

               

                    

七
月 

八
月 

九
月 
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本明寺 
宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌 
お待ち受け大会 兼 本明寺報恩講 

期日：２０１０年１０月３１日（日） 

日程 

     12:00 法話（本田隆見 本明寺住職）  

     13:00 お待ち受け法要  

     14:00 落語（古今亭  菊千代師匠）  

     15:00 お斎 

いよいよ、宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌の法要が来年３月

より真宗本廟（京都・東本願寺）にて厳修いたします。その御

遠忌に向けて、様々なところで親鸞聖人にちなんだ行事やイベ

ントが行われています。  

 本明寺におきましても親鸞聖人の御遠忌を来年に控えまし

て、お待ち受け大会を開催いたします。５０年に一度のこの勝

縁に聖人を偲びつつ、そのみ教えを聞きひらいていきたいと思

います  

◆
東
京
一
組
御
遠
忌
団
体
参
拝 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日
（
月
） 

～
二
十
七
日
（
水
） 

コ
ー
ス 

東
本
願
寺
（
御
遠
忌
法
要
）
～
郡
上

八
幡
～
白
川
郷
・
明
善
寺
～
高
山
別

院 

費
用 

七
万
八
千
円 

本
明
寺
定
員 

十
二
名 

（
全
体
定
員
一
四
〇
名
） 

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠

忌
法
要
を
真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願

寺
）
に
お
い
て
厳
修
し
ま
す
。
五
十
年

に
一
度
の
こ
の
勝
縁
に
聖
人
を
偲
び

つ
つ
、
そ
の
み
教
え
を
聞
き
ひ
ら
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す 
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※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

十
月
二
十
四
日
（
日
）
十
三
時
か
ら 

 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が
ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 

◆
本
明
寺
聞
法
会 

期 

日:
 

二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十
八
日
（
日
） 

十
二
月
未
定 

 
（
土
） 

※
東
京
一
組
門
徒
会
聞
法
会
に
参
加 

十
四
時
～
十
七
時 

 

二
〇
一
一
年 

一
月 

三
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

二
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

四
月
二
十
四
日
（
日
） 

時 

間:

十
四
時
～
十
六
時 

お 

話:

本
田
彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

テ
ー
マ:

親
鸞
聖
人
に
人
生
を
学
ぶ 

（
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
を
通
し
て
教
え
を
学
び
ま
す
） 

参
加
費:

５
０
０
円 

◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ:

親
鸞
の
詩―

『
正
像
末
和
讚
』
に
学
ぶ―

 

日 

程:

隔
月
一
回 

土
曜
日 

①
二
〇
一
〇
年 

八
月
二
十
一
日 

② 
 

 
 

 
 

十
月
二
十
三
日 

③ 
 

 
 

 

十
二
月
二
十
五
日 

④
二
〇
一
一
年 

二
月 

十
九
日 

⑤ 
 

 
 

 
 

四
月 

十
六
日 

⑥ 
 

 
 

 
 

六
月 

十
八
日 

講 

師:

木
越
康
氏
（
大
谷
大
学
准
教
授
） 

受
講
料:

１
，
０
０
０
円 

会 

場:

江
東
区
産
業
会
館 

東
京
都
江
東
区
東
陽
四‐

五‐

十
八 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
「
東
陽
町
駅
」
４
番
出
口
横 

 

※
副
住
職
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

副
住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 

 東
京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

あ
と
が
き 

▼
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
た
り
し
ま
せ
ん
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
猛
暑
の
お
か
げ
さ
ま
で
、

お
い
し
い
ビ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
飲
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

(^ o ^ ) 


